










富 山大学長 小 黒 千 足
平成 3年 1 2月に設置された富山大学自己点検・評価に関する検討委員会は，




大学は大きな転換期を迎えて， 教育研究のさ まざ まな場面を通して新たな見通
しを折々に迫られている」ことに， 対応するものであり ます。 その基本は，
「自己独善を排する自己点検・評価」であり， それは また， 「大学の豊かな未
来を切り開く」ために絶対に必要であり ます。



















自己点検 ・ 評価の 実施方法と項目 H・H・ ...・H・...・H・－…. ..・H・ .....・H・ ...・H・ .. ... 8 
自 己点検 ・ 評価 の 実施体制 と そ の 機能……・……H・H・....・H・－…...・H・··14 











は， 平成3年 1 2月2 0日小黒学長より自己点検・評価に関して①基本方針
②実施方法 ③実施体制 ④その他必要な事項など， 4項目にわたり早急に
検討をした上答申されるようにとの諮問を受けた。


























「今日 72の国立大学が一斉にスタートしたo 富山大学も またそのひとつ
である。 この時に当たって自分の思念は， かつて 1 5世紀の頃に， 東洋への
航路を求めて， ヨーロッパの港を出航した船の運命の上にある。 これらの船
のなかには， アフリカの西海岸で風波にあい， 大西洋に沈んでし まったもの
もある。 アフリカの南端喜望峰をめぐって， インド洋の航海を続け， インド
の港に到達することができたのは， 極めてわずかな船に過ぎなかったのだ。
今日一斉にスタートした 72の国立大学の中， 果してどの大学が， 喜望峰に
達することができるであろうか。 喜望峰をめぐって， 更にインドの港に到達
する大学は， 果してどの大学であろうか。 富山大学をこそ， われわれは喜望
峰をめぐってインドの港に到達させなければならない。 そのためには， 大学




山師範学校， 富山青年師範学校， 富山薬学専門学校， 高岡工業専門学校を統







学部， 薬学部， 工学部を置き， 学術の中心として， 広く知識を授けると共










その後， 昭和28年8月に文理学部経済学科 （旧制高岡高商の後身〉 が経
済学部として独立し， さらに昭和 34年には同学部に経営短期大学部が併設
された。 昭和 3 6年頃から一般教育の充実改善のためには一般教育課程の管
理運営を文理学部から独立させて， 独自に一般教育部を設置すべきであると
いった議論が学内にあがり， それを受けて一般教育審議会が設けられ， 昭和
3 9年ひとまず一般教育部独立の結論を得た。 かくて昭和 42年 4月に至っ





解決を見， 昭和 6 0年に五福地区に合流した。 大学院 （修士課程〉 の設置も
順調に進み， 昭和 42年に工学部に工学研究科が新設されたのを皮切りにし
て， 理学部， 人文学部， 経済学部と順次設置され， 目下教育学部が平成 6年
度に設置せんものと鋭意取りくんでいる。 加えて工学部にあっては， 平成 6
年度を目途にした博士課程の新設が見込まれ， 概算要求に向けて準備中であ
る。 さらに科学技術の進歩， 時代と社会の需要に対応して情報処理センタ










線となったものは， 昭和2 1 年 3月連合軍最高司令官の要請に応じて来日さ














言ではあるまい。 そんな折しも昭和 62年， 大学審議会は文部大臣から「大
学等における教育研究の高度化， 個性化及び活性化等のための具体的方策に
ついてJの諮問を受けて， 平成 3年2月に「大学教育の改善について」を答
申した。 この答申により文部省は周年 6月大学設置基準を改め， 7月1日付
で施行した。 周知のように今回の改訂は「大綱化」の名で呼ばれているもの




て打ち出されたものでないことを知っている。 昭和 4 0年代には全国的な規












⑤ 多人数教育を改善する。 」 （「N. 教育・研究組織について」より ）
かつて， 昭和 4 0年代前半の大学はいずこも学生たちによって大学のあり
方が厳しく問われた時代であった。 「答申書」は当時の大学紛争の嵐の中で
あがなわれた富山大学における貴重な産物である。 その「あとがき」にこう
見える， 「第1 期委員会を1か年， 第2期委員会を1か年通算して2か年の
審議を経たものである。 思えば長い道程であった。 ・ ・・・・みのりは決し
て大きいとはいえないが， 会議を持つこと8 0余回， 時間数にして 3 0 0時









がカリキュラム， 組織 の両面から鋭意審議検討しおわり， このたび「富山大
学における教育 の改革についてJを答申された。 それを受けて本学は今「大
綱化Jの 実現に向かつて大きく一歩を踏み出そうとしている。 しかし思う
に， 「答申書J の出た昭和4 8年に直ちになんらか の改革の実現を見ないま
まに， あれから2 0年後 の今日になってようやく重い腰をあげたことに我々
大学人は一様に反省しなければならないの ではあるまいか。 こ の ことはお の




























































































































に結実されることを願ってやまない。 そこで以下のような1 3の事項 （分









事 項 項 自

















































































































( 1 ）大学の管理運営体制と意思決定機構 （全学レ
ベル〉
( 2）評議会， 部局長懇談会， 各種委員会の機能と
構成
( 3）学長， 学生部長， 附属図書館長等の選出方法
（情報処理センター長， 保健管理センタ一所
長等を含む）
( 4）学部長， 教養部長， 各種委員会の委員の選出











































レベルのもの， 部局レベルのもの， 学科・講座等レベルのもの， 個人レベル
のもの等多岐にわたっている。 実施体制はその実施内容に即してつくられる






























































































なお， 各部局等委員会は， 全学委員会から委嘱された点検項目のほか， 各部局
等固有の点検項目について年度毎に定める。
5 
④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
⑩ 
点検評価の公表と年次報告書の作成





















































































































年 月 日 会 議 名 主 要 議 題
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